
教員サポート ワークショップ

いまどきの学生は何を考えているのかわからない、と匙を投げる前に学生相談室
のお話を聞いてみましょう。

日ごろ、学生の心の問題に関する相談に対応している学生相談室のカウンセラー
の目に映る慶應義塾の学生の姿はどのようなものであるか、学生はどのような悩み
を抱えて学生相談室を訪れるのか、学生相談室では学生の相談にどのように対応し
ているかをお話ししていただきます。あわせて、心の問題については素人の教員が、
学生から相談を受けた場合にはどうすればよいのかについてもアドバイスしていた
だきます。

第１回 学生相談室の活動と連携

学生を知ろう 学生相談室を知ろう

教養研究センター・学生総合センター 共催 お問い合わせ：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

「場の空気が読めない」「レポートや課題がこなせない」「就職の面接が通らな
い」・・・こんな困難に直面している学生は、もしかすると発達障害を抱えているか
もしれません。

学生相談室では、発達障害（ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症、アスペルガー障害等）
を抱える学生の相談が増加しています。大学における適切なサポートが社会的にも期
待されるようになっています。

発達障害を抱える学生が、生活面、学業面、進路面等でどのように躓いているのか、
教職員のどのような関わりが助けになるのか、実例を交えてご紹介いただきます。

発達障害を抱える学生への関わり方

＊ このワークショップの内容は、昨年度1月に開催されたものと同内容です。

講師：佐藤曉美氏 （日吉学生相談室 アソシエイト・カウンセラー）

日時：１月２２日（木） １８：１５～１９：４５

第２回

講師：萩原豪人氏 （学生相談室 カウンセラー）

日時：１月２９日（木） １８：１５～１９：４５

場所：来往舎１Ｆ シンポジウムスペース

対象：慶應義塾 教職員（非常勤講師を含む）

いずれの回も
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